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解答・解説　にじはどうしてできるの（3年・説明文）

問1　イ

はじめの段落で「にじは、どうしてできるのでしょうか」と問いかけ、そのあとでできかたを説明しています。

問2　太陽の光と、空気中の小さな水のつぶ

二つ目の段落に「太陽の光と、空気中の小さな水のつぶです」と書かれています。二つとも書きぬきましょう。

問3　（例）光が空気中の水のつぶに入るとき、光の道がおれ曲がるから。

三つ目の段落から読み取ります。光がおれ曲がることで、まざっていた色が分かれて見えます。

問4　イ

四つ目の段落に「太陽をせにして、太陽と反対の方をさがす」とあります。だから朝は西、夕方は東に出やすいのです。

問5　ア

「正体」は、本当のすがたやしくみ、という意味です。ここでは、にじがどうしてできるのかというしくみを指しています。
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